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1. 連携の経緯 
 8月下旬に本学函館校地域協働推進センター
から、「函館YWCAから地図のデジタル化を学
生と連携して進めたいとの相談を受けた。」との
連絡があったので、9月6日に函館YWCAを訪問
して説明を受けた。函館YWCAからは、「『はこ
だてピースマップ』を紙媒体で発行したが、この
地図をもっと若い人たちにも活用してもらうため
に、絵地図ソフト「Stroly無料版」によるデジタル
化を検討している。また、若い人にこの地図への
興味関心を喚起する意味も込めて、先生のとこ
ろの学生さんと協働して作成したい。」との提案
があった。そこで小生は10月からの地域政策演
習Ⅱ（奧平ゼミ）で作業を開始するため、Stroly
で使用する元絵地図と各種データの提供を函館
YWCAに依頼した。 
 
2. 作成までの経緯 
　10月に入り、後期1回目のゼミで「函館YWCA
から『Strolyによる地図のデジタル化』を依頼さ
れて、データはすでに入手済みである。」ことを伝
えた。驚くことに、翌週には全員がStrolyを使い
こなせるようになっていたので、2回目のゼミから
入力作業を開始した。3回目の10月19日には全員
で函館YWCAに出向き、YWCAの担当者から
地図のデジタル化についての説明を受けた。そ
の後は函館YWCAからの修正事項を随時修正
していたが、写真については学生が自分で撮影
して、それを貼り付けるなどの試みがみられるよう
になった。またある学生は「旧津軽要塞（函館山
山頂）」の動画にリンクで飛べるようにしたいと申

し出たので、小生のYouTubeに動画をアップし、
学生がリンクを使えるようにした。 
 
3. 「はこだてピースマップデジタル版」の完成   
    へ
 こうして12回目の12月7日には、函館YWCAで
「仮完成発表会」を行うことができた。学生の迅
速な仕事にはYWCAの皆様から賛辞をいただ
いた。そしてこの取り組みは、学生の興味関心を
十分に喚起できたといえる。その後、12月21日に
函館YWCAで「仮完成報告会」を行うとともに、
1月18日の「完成報告会」に向けて、学生は自分
の担当部分の加筆修正を行った。そして、1月18
日には函館YWCAで「完成報告会」を実施し
た。報道各社の前で、学生たちは臆することなく、
自分の担当部分を説明していた。その後、軽微
な修正を経て、2月3日午前10時に一般公開され
た。

　後期から始まったばかりの「函館YWCAとの
連携」ではあったが、無事に、そして成功裏に終
了することができた。これも函館YWCAの皆様
や本学関係の皆様からの温かいご支援とご協
力、ご指導の賜物であり、この場をお借りして、心
より御礼申し上げたい。
 
 

地域のご要望にこたえて
②函館YWCAとの連携 

北海道教育大学函館校
准教授  奥 平  理 1．巡回型サテライト･オフィス実施の概要と会

   議の進め方
 今年度も新型コロナウイルスの感染拡大による
影響が大きく、ある程度感染拡大が落ち着きを
見せ始めた9月以降から巡回型ソーシャルクリ
ニック（以下、巡回SC）を開始した。9月中旬に実
施した渡島総合振興局との巡回SCについては、
Zoomでの遠隔実施を余儀なくされたものの、10
月には緊急事態宣言が解除されたことから、檜
山振興局と5市町については対面で実施するこ
とができた。なお、今年度は事業開始から4年目
の2巡目に入ったことから、テーマを「観光」と「教
育」に絞って実施した。 
　会議の進め方としては、前半に大学側からの
説明を行い、後半にそれを受けて各地域との意
見交換を行った。内容としては、大学側から国際
地域学科の趣旨や地域協働活動の現状や履修
学生による「観光コンシェルジュ実習」で学んだ
内容の説明、附属函館中学校からは「教職大学
院の特徴や人材育成」や「附属函館中学校が
取り組む遠隔授業や教員研修」への取り組みに
ついての説明を行った。なお、次章以下に各巡
回SCでの意見交換の内容を示した。 
 
2．各地域の主な意見交換内容 
第1回 渡島総合振興局【9月15日（水）Zoom開催】 
 意見交換では、観光コンシェルジュ実習につい
て、「観光ガイドとして工夫していたことは？」「実
習の結果は地域に対して活かされるのか？」と
いった質問や「世界文化遺産登録された『縄文
文化』をPRしてほしい」「青函交流促進のイベン
トを行いたい」などの要望が寄せられた。また附
属函館中学校には、「GIGAスクールに関し、イン

ターネット化への切り替えはどのように行ったの
か？」「総合的な学習の中で『観光教育』に取り
組んでいきたい」といった質問や要望が寄せら
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第2回 檜山振興局【10月1日（金）檜山振興局】 
　意見交換では、檜山振興局から「学生の力を
借りて観光産業の活性化をはかりたい」「学生目
線の観光ルートや、檜山の夕陽をメインとしたイ
ベントの発案をしてほしい」「短期移住施設を活
用した滞在型研修を検討してほしい」などの要
望が寄せられた。また、本会に参加した檜山教
育局からは「学生の郷土愛や地元の仕事への
理解を深め、進学や就職後に地元に戻ってきた
くなるような仕組みを作りたい」「地域と連携した
総合的探究活動を計画するアイデアやノウハウ
を知りたい」といった質問や要望が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
第5回 木古内町【11月15日（月）木古内町役場】 
 意見交換では、「観光団体の高齢化が問題に
なっている」「タブレットを活用したICT学習の必
要性が高い」「広報活動として、SNSによる情報
発信の基礎を作っている段階である」等、木古
内町の現状について説明があった。加えて「学
生に観光資源を発掘してもらいたい」「学生とコ
ラボして観光宣伝動画の制作やフォトスポットの
発信をするなど、SNSを活用していきたい」「感
染症の影響で対面授業が行えない場合の効果
的な新しい授業形態を知りたい」などの要望が
寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第6回 北斗市
【11月22日（月） 北斗市総合文化センター】 
 意見交換では、「学生が町を歩いていると嬉し
いという住民の意見が多い」「北斗市に残る歴
史的知識が地域住民に浸透していない」「イベ
ントを開催するための人手が不足している」等、
北斗市の現状について説明があった。また「『体
験型・着地型観光』のガイドや歴史説明で学生
の協力がほしい」「単発ではなく、継続的な学生

ガイドの取り組みを築きたい」などの要望や「附
属函館中学校の遠隔授業に使用する機器につ
いて」の質問が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第7回 奥尻町
【12月3日（金） 奥尻町海洋研修センター】 
 意見交換では、「島内での観光スタイルを模索
中であり、歴史的観光スポットのガイドを募る必要
がある」「島内の移動手段が少なく、タクシーの
台数にも限りがあり、交通手段の確保が課題」
「宿泊施設が不足しているため団体客の受け入
れが出来ない」等、奥尻町の現状についての説
明があった。また「学生にWi-Fiニーネー(奥尻高
校の生徒の受験勉強や進路について、現役大
学生がオンラインで相談に乗る制度)に参加して
もらいたい」「GIGAスクール構想に向け、オンラ
イン活動で附属函館中学校に協力してほしい」
などの要望が寄せられた。 

3．総括 
　今年度も開始当初から新型コロナウイルスの
感染拡大を見据えつつ、巡回の時期を探らざる
を得ない状況ではあったが、それでも合計7ヶ所
を巡回して、各地域から多くのご意見やご要望を
頂戴することができたのは大きな収穫であった。
その多くは本学との協働を求めるものであり、こう
した地域の熱意に私たちもしっかりと応えていく
ことが重要である。そして、これからも巡回型サテ
ライト・オフィスを通じて、本学と地域を「協働」の
絆で結びつけていくことが必要であることを痛感
した。訪問に際し、ご多用中のところをご対応い
ただいた各地域の皆様に、心より御礼申し上げ
る次第である。 
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